
世界自然遺産の
適正な観光利用のための
地域関係者のかかわり

シンポジウム科学者が見てきた知床の今と昔 ～知床世界自然遺産登録20周年を前に～
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今日のコンテンツ

• 知床半島の観光利用

知床の観光とその特徴

• 変化した利用に答える管理とは

価値をめぐる管理の議論

地域の関係者がかかわりはなぜ必要か

なぜ地域関係者の参加が必要か

• これからのために

まとめ
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知床の観光とその特徴
知床半島の観光の特徴

年間170万人の観光客が知床の原生自然を体験

原生自然の魅力が観光客にとって魅力（だった）

観光は地域の重要産業 斜里町の観光消費額は120億円

しかし、60％が初回の訪問(リピーターは少ない)

観光利用の急変動に危機感
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知床に観光客は何人来ている?

斜里と羅臼の差
◦ ウトロに集中

日帰り宿泊比率
◦ ＝通過客の割合

2021(令和3)年知床白書から転載 6

特定の資源利用に集中する利用者

濃淡がある利用度
◦ オーバーユースとア
ンダーユースの同時
進行

資源分布の不均一
◦ ウトロ側に集中

観光客のニーズ
◦ 消費しやすい資源に
集中

2019(令和3)年知床白書から転載

知床ではヒグマの資源化が進められる

8

「るるぶ北海道」の知床のヒグマ記事数と文字数
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「るるぶ北海道」のヒグマ記事の記事あたり文字数の変化
情報の断片化
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2017年には日本人の80.4％がスマホを保有
総務省情報通信政策研究所（2017）「平成29年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査」参照

◦ 2007年以前には日本にスマホはなかった
◦ 2007年1月にiPhoneが発表された

発信の主体になり、手段も持つ個人が誕生
◦ スマホで手軽に動画記録まで、記録頻度が増加
◦ ネットで自由に不特定多数に働きかけられる
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ICTの発展とスマホ、SNS
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視点3 変わる資源利用

モノ

地域資源

人による

意味の付与
意味ある消費

地域資源
意味の付与
意味の更新

共有による
新たな消費提供

提供

提供

シェア

地域資源 データベース データベース
消費登録

回答

確認
シェア

以前の観光

意味の共有型観光

データベース消費型観光

原生自然から親しみへ変容
秘境で男性イメージからやさしいへ
美女美男子（Beauty）、赤ちゃん
（Baby）、野獣（Beast）の共存

知床トコさんスタンプラリー2022（斜里町）から
転載

『男はつらいよ第38作男はつらいよ知床慕情』
松竹映画公式サイトから転載

シンフォレストDVD 「世界遺産・知床地の
果てに残る聖域」から転載

知床の資源イメージの変容
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価値をめぐる管理の議論 管理対象を自然だと考える保全関係者
◦ そこに利用者がいることは面倒な(うざい) こと
◦ 自分と自然環境だけで対峙したい

管理対象を価値を生み出すものだと考える利用者
◦ 価値を取り出すことに専念したい
◦ 管理者がいるとやっかい(うざい)
◦ でも、上手に価値を取り出せるならうれしい
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視点1 管理者と利用者の思考の違い

これでは不毛な議論や対立になる
でも自然に関わる立ち位置は同じ
では何が足りないのか?

視点2 保全か活用かの議論の不毛

保全指向 利用指向

知床の自然は
原生自然で

手を触れない
守ることに意義

資源開発して
利益を得たい
利用することに

意義

対立

価値を重視する

保全活動参加者
自然史博物館

以前の国立公園管理者
環境行政?

外部の自然保護関係者
ネイチャーマニア

狭義のエコツーリスト

一般観光客
自然鑑賞型観光

広義のエコツーリスト

提供された価値を消費する

保全指向

アドベンチャーツアー
エコツアー提供者

最近の国立公園管理者
観光行政?

価値を生み出し提供する

利用指向
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どちらのフライヤーにひかれるか？

性能や機能で示される価値
使って解る使用価値
文明的商品やサービス
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視点3 価値は「機能」から「意味」へ変化

過去の体験や価値観が左右する
他者からどう評価されるかが重要
文化的商品やサービス

機能的価値(誰でも理解できる価値)

意味的価値(説明すると理解できる価値)

セブンイレブンのサイトから転載https://www.sej.co.jp/products/a/sevencafe/

トキのすむ水田で作る有
機栽培米が売れていた

トキ米はいらないけど
「佐渡の有機米は欲しい」
というニーズが出る

誰が創っているかなどの
意味的価値が重要だが

意味的価値にも限界あり
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意味的価値の限界 佐渡の有機米

長畝生産組む合いのWebサイトから転載 http://www.nagaune.com/ 20

なぜ地域関係者の参加が必要か



知床におけるこれまでの管理

• 管理する側と管理される側に分かれるので、うまく行かない時は対立
• 実際の管理では、参加意欲が低下し、やらされ感が高まる

作られたルールの例

・知床岬地区利用規制指導に関する申し合わせ（S59）
・知床国立公園適正利用基本構想（H14）
・知床半島先端部地区利用適正化基本計画（H16）
・知床半島中央部地区利用適正化基本計画（H17）
・知床エコツーリズムガイドライン（H19）
・知床エコツーリズム推進実施計画（H19）
・知床半島先端部地区利用の心得（H20）
・知床半島中央部地区利用の心得（H21）

行政による

原案の立案

専門家から

意見徴収

一般からの

意見徴収

計画や

新ルールの

決定

VUCA(Volatility・Uncertainty・Complexity・Ambiguity)

◦ 未来の予測が難しくなる状況
◦ 今までの単独分野の専門知では対応できない
◦ ビジョンが求められる

社会の目標は価値創出
◦ 価値は関係者の共創で実現
◦ 参加と多様性の受容が重要
◦ ファシリテーションが重要
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VUCAの時代は専門知では解けない

新しい合意形成の仕組み
◦ 地域関係者の参加した合意形成
◦ 2012年からスタート
新しい観光利用やルール提案が可能
◦ 創造的な提案と問題解決を議論する場

「基本原則」や「必要な視点」を根拠に集合的に判断

知床エコツーリズム戦略によるトライアル

IUCNにる勧告が直接の引き金になったもの
勧告１４:遺産地域に関する、統合的なエコツーリズム戦略を出来る限り早急に策定すること。この戦略
は、遺産地域の自然価値の保護、観光客の自然に基づく良質な体験の促進、地域経済の発展の促進を基本
とすべき。
勧告１６:知床のエコツーリズム戦略と、知床内の観光と経済的開発の地域戦略との間に密接に連携・統
合を確保すること。

（参考）IUCNの参加促進原則（作業指針108）
各推薦資産は、資産の顕著な普遍的価値をどのように保全すべきか（参加型手法を用いることが望
ましい）について明示した適切な管理計画又は文書化された管理体制を備えていること。

発言回数と発言者数は増加傾向
1発言あたりの文字数も増加
報告ではなく議論が会議の中心

24

検討会議の発言記録からの考察



参加の促進は時間を要する
◦ 形式的な参加から実質的な参加へ
◦ 発言が増えることはよいが、答えが出ない（GBRの例）
◦ 参加プロセスで参加者が成長できる

何を基準に判断するかの議論が起きる
◦ ExperienceBMからEvidenceBMへ
◦ イノベーションで計測可能になる観光行動

方向性についての合意が必要
◦ 知床が目指す姿やあるべき姿（ビジョン）
◦ その実現のために何をするか（ミッション）
◦ そうすると何が手に入るか（バリュ－）
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参加型管理の課題と期待

管理の欠点管理の利点内 容管理スタイル
ほかの利用者を
排除して、分割
管理になりやす
い

強力な権限に
基づいて部外
者の利用を排
除できる

所有権、慣習、法的な管理権
などを根拠にした管理古典的管理

特定の利害関係
者だけの利益追
求になりやすい

利害関係者間
で取引による
解決をしやす
い

権利を持つ関係者だけによる
管理利害関係者管理

利用者個々の特
性や価値の多様
性を無視しがち

不特定多数の
利用者の管理
に適する

新たな管理組織や制度の設立
によって運営される管理管理者管理

不特定多数によ
る利用を管理で
きない

多様化した価
値創出に対応
可能

利用者が管理者となる、また
は利用者が意思決定プロセス
に参加する管理利用者による管理

管理スタイルの変化

敷田麻実（2002）「地域沿岸域管理の提案：沿岸域における利用者の価値実現」,『地域漁業研究』,43（1）,pp. 19-40p.

まとめ

開かれた管理への転換の必要性

価値重視の管理への転換

専門家は役割を変える必要がある

28

出現回数抽出語

785観光

571管理

518ヒグマ

495羅臼

461エコツーリズム

357モニタリング

351環境省

328斜里

314知床五湖

209カムイワッカ

199知床財団

190先端部

181影響

178価値

156保全

議論における頻出語
（知床データセンターの、2010（平成22）年～令和22020（令和2）年までの議事録をデータ
ベース化したものから抽出）

愛甲事務局小林中川長谷川敷田

出現回数抽出語出現回数抽出語出現回数抽出語出現回数抽出語出現回数抽出語出現回数抽出語

40モニタリング26資料42知床26知床54観光462部会

39ヒグマ19戦略20価値17外来52羅臼327知床

29アンケート17地域20戦略17地区31ツアー301委員

29部会15課題18エコツーリズム16ツアー25協会296観光

25情報15管理18管理15昆布22昆布275内容

23管理12対象18地域13ヒグマ20知床263ツアー

20観光11方針15データ13状況17斜里239戦略

20状況10ヒグマ15遺産13歴史16ヒグマ228事務

20知床10知床15影響12コース16会社210皆さん

18データ9エコツーリズム14ツアー12遺産14情報204地域



変わる知床での専門家のかかわり
医療に例えた説明内容モード

医者が簡単な診察で治療す
る

専門家が知床で指導を進め、専門的
知識を伝授する①出前モード

医者が診察だけして患者か
ら離れる

専門家が知床を調査対象として、調
査者として地域にかかわる②調査・研究対象モード

医者が患者と相談せずに一
方的に治療を進める

専門家が知床と一体で問題解決に深
くかかわる③一体同化モード

医者が患者の体質改善を試
みながら、治癒力そのもの
をる

知床の関係が主体的に問題解決でき
るように、知識やスキルを伝授しな
がら、解決力を向上をさせる④解決力向上モード 関係者が課題を見いだし、調査し、
解決策を創出するプロセスに、ファ
シリテーターとして｢参加｣する

救急医療のトリアージと同
じく､応急措置をして､その
後は専門医に任せる

急な出来事が起きたとき、専門家が
迅速に状況を診断し､対処法を知床
の関係者に提示する

⑤トリアージモード

敷田麻実・森重昌之（2006）「地域環境政策にコンサルタント担当者はどうかかわるか－地域自律型マネジメントとその実現を支援するコ
ンサルタント担当者のかかわり－」,『環境経済・政策学会年報第11号「環境経済・政策研究の動向と展望」』,（11）,pp. 194-209p. を
改変して敷田作成

資源からの価値の取り出し(価値)
◦ 価値を多様に取り出すことができればよい
◦ 資源の使い方をうまくすれば良い

民主的なマネジメント(プロセス)
◦ マネジメントできれば強権的でもいいはなし

将来への希望(ビジョン)
◦ 「今だけ良ければ」の短期的利益最大化しない
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何をマネジメントすればいい
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専門家の関わりの再考
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こちらから↓感想の記入ができます
本日の資料もここにアップしてあります

https://forms.gle/kv7vWxZH5TZUZLPf8


